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腸内菌が如何なる影響を宿主生体に与えているかと云う問題に関しては， Louis Pasteur 
以来幾多先入学者に依り長年に亘って夫々の根拠より色々と論議され，多くの貴重なる業績が
残されているが，腸内菌は本来の性質上其の作用複雑微妙を極め，其の基礎的研究は甚だ困難
を伴うものである為に正確には未だ闇明されていないようであるO
これ等の複雑なる作用を営む腸内菌叢のそれぞれの生理的意義を究明する実験方法として最
も適切なのは，無菌飼育により動物が腸内菌の存在なく発育生存するか否かを確かめ，次で無
菌飼育動物に各菌を投与，観察する実験方法に依る事は何人も着眼するところであるO
余は谷川教授の御指導の下に， Pasteur以来の是等復雑多岐にわたる腸内菌の生理的意義
に関する懸案を解決すべく鋭意研究を続け，先に斎藤と共に家鶏雛の無菌飼育実験に着手し苦
心の結果，独自の無菌飼育装置を考案作成し鶏雛の無菌飼育に成功した。共の装置の構造，飼
育の要領，及び実験成績等の詳細につし、ては別著として発表した。
引続いて今回この無菌飼育雛に，腸内乳酸菌として最も多数である，腸球菌， と代表的腐敗
菌である， B. Sporogenesを単独及び混合して経口的に投与して無菌飼育雛に与える影響を
観察し，この結果より，投与細菌の生理的意義，拾抗作用等を分析的に研究せんとして実験を
行ったところ甚だ興味ある結果が得られたので主主に報告する次第である O 
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第 2章支 献 9)河合，斎藤(1955)
無菌飼育動物に関する研究は古<1885年， Louis 家鶏雛の;停、菌飼育に関する研究，を報告。 
Pasteurが Duc1auxの植物種子を用いて行える実 B〕動物は腸内菌叢無くしては生存発育し得ず。 
験， c有機物に富める無菌培地上に於ける発芽に就 1) Schottelius (1899，1902，1908) 
て。〕の論文に序して， 腸管内細菌は動物の栄養上 鶏雛を用い無菌的に飼育したが体重の増加無く第
必要欠〈べからざるものならんと推論し動物の無菌 死す。途中に於いて大腸菌を混ザる牛乳を投与する
飼育実験の研究に示唆を与えた事に始まる。 と発育良好ー となる。
以来諸学者により腸内菌の不用有用等に関して研 2) O. Metschiniko妊(1901)
究された。その要点のみを摘録すると以下の如くで 赤蛙卵を無菌的に取出し無菌水中に滅菌パンを飼
ある。 ー 料として 63日間飼育するも体重は対照の 1/2で発 
Al 動物は腸内菌叢を欠〈も生存し能う。 育悪く悪疫質的で、あったと報じた。 
1) Nuttall und Thierfelder (1895~1896) 3) Moro (1905) 
海摂を用L、初めて無菌飼育実験を企て，結論として 蝦膜の無菌卵を聯化し無菌水中に於いて卵白澱粉
腸内菌叢は海俣の生存上必ずしも必要とせずと報じ 末を与えて必要量酸素を供与して飼育したが発育悪
た。 く死亡に至る。 
2) W ollman (1911~1912) 4) Bogdanow (1908) 
Lucilia及び CaliphoraVornitoriaなる醐卵を用 自il卵を用レて無菌肉を与えて飼育したが対称の如
し、無菌的に飼育せるところ体長，体重共対称蝿主同 く発育せず。 
大なる成蜘になった。 5) Charrin u. Gui1lemonat，Kianizin 
3) Loeb，Northropの実験 成熟動物に於いては無菌飼育は不可能なる旨報告
自証卵を用いて実験し無菌的に 87代迄に達した。 した。 
4) Cohendy (1912)の実験 6)内藤町，小林(1936)
家鶏 Houdan種の卵を瞬化して得た雛を用レ硝 家鶏(名古屋コーチシ種〉卵を無菌的に瞬化せし
子製の無菌飼育箱で飼育せるところ実験雛は 15日 めて無菌的に飼育せるも， 最短 8日最長 19日間生
後 3週間後のものも等しく発育良好で対照と劣らず 存したるも体重の増加僅微で殆んど成長を見なかっ
発育すo た。 
5) Kuster C1912~1913コ 上記の如く，多くの学者の努力に依って貴重な研
母山羊より布ヨと切聞により無菌的に娩出せしめた 究が今日迄なされてしるが中でも， G. A. Reyniers 
仔山羊を実験動物主 L鉄骨硝子張とした無菌飼育箱 (1946~1949) に依つてなされた大規模な実験に依
で牛乳及び燕麦援を減菌して与え体重増加，生活力 って今日の段階に於いては動物は腸内菌の存在を欠
共対称と差異なく発育し， 13日日に枯草菌が感染し くも生存発育する事の可能である事は疑いの無い事
たが認むべき影響がなく 35日目で実験を中止した。 実であり，余等の実験の結果も同様であった。
仔山芋の尿中に複合硫酸を証明した。 然しながら叉通常の状態に於いては必ず動物の腸 
6)赤沢喜三郎(1942) ・ 管内に生存する腸内菌が其の宿主生体に何らかの影
単冠白色レグホシ種家鶏卵を勝化して得た雛を無 響を及ぼしている事も叉明らかな事象として認、めら
菌飼育箱中で無菌的に贈化せしめ無菌的に発育せし れているところであり，この問題に関しても先人の
め得た事を報告した。 業績は枚挙に遣がないが少しくその文献をたどって 
7) Reyners (1946~1949) 見ょう。 
Cohendyの後を受け継ぎ研究の結果劃紀的な完 Bienstockは大腸菌，乳酸菌の高度の繁殖は，腸
旺，Isae，KoUe管内腐敗菌の発育を抑制すると報じ，全なる無菌飼育装置を考案し大規模に家鶏及び白鼠
の軒、菌飼育に成功しこれ等動物の生理状態の詳細な Strassburger，Kendall，等は腸内菌叢は保護防衛
る報告をなしている。 の作用を有し外部より浸入せる病原菌を絶滅すると
8)宮川正澄(1952) 報じた。 
Reyners氏の装置を模倣して白鼠の無菌飼育を Graszberger，Schattenfrob，等は腸管内に於い
行い無菌動物の炎症の研究を報告した。 ・ては嫌気性細菌と好気性細菌との聞に桔抗関係存在
初 
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すると報告す。
Comheは酸を形成する腸内乳酸菌の作用に依つ 
て過乗蛋白質の腐敗が防がれる事は甚だ重要なる事
を記載し。
Moroは母乳栄養に際してB.Bifidus.が旺盛な
繁殖を営んで消化上好影響を与えると記している。 
Escherich及び其の門下の Brudzinskig(1900) 
は乳児にB.lactis aerogenes.を投与し該菌の旺
盛な瓦斯産生能に依って乳児腸内の Proteus菌を
駆逐せんと企て，所期の成績を得た事を報告した。
就中， Metschiniko旺が Yoghurtを飲用する時
は中に含有する乳酸菌， B. bulgaricus.の作用に依
って腸内の異常醗酵を軽減し早老現象，動脈硬化を
抑制阻止して長寿を得るとの有名なる不老長寿論を
発表してより其の飲用頓に旺となり臨駄実験が多く
行われた。
即ち Cheplin;Wisemann (1921)の両氏は乳酸
菌の純粋培養せるものを使泌に用いて効果のある事
を報じ， Rettger及び Cheplinは使泌，湿疹，腸
カタル患者に， Gomper包， Vorhaus.は慢性便11D，
自家中毒に。 Williams，Morris.は結核患者の下痢
便泌且つ消化不良に，各々手L酸菌を用いて好成績を
得た事を報告されている。
本邦に於いても天児氏が小児の腸障害に用い，田
代，八杉，安西，須賀，千秋，伊沢氏等の業績があ
札叉我が教室諸先輩の数々の業績にて広範な研究
がなされてし、る。近年に至りて柴田，松川氏に依っ
てピタミン破壊吸収に腸内菌が重要なる役割を演じ
ている事を報告し所謂 Bacillus thiaminolyticus 
Matsukawa et Misawaを提唱した。
詫摩氏は乳児下痢症の研究に際し乳酸菌特に腸球
菌が其の治療及び予防に際して意義ある事を認め，
更に，乳児栄養及び下痢症に腸内菌叢の大きなる役 
割を力説し，今後更に研究されなければならない問 
付言した。[1題である事を
第 3章家鶏雛の無菌詞育 

第 1項実験に使用せる無菌飼育装置 
  
家鶏雛の無菌飼育に就ては先に斎藤と共に協力し
て幾回かの改良工夫を加えて独自の新装置を考案作
製し，この装置を用いて実験に成功し，これ等の実
験装置及び飼育の要領，実験成績等に就ては先に報
告したが，今回の諸実験はこの無菌飼育装置を用い
て行った。実験室，実験装置等の詳細については，
別著“家鶏雛の無菌飼育に関する研究"~こゆず、って
省略する。
第 2項無菌飼育実験成績
雛を贈化させ無菌的に飼育してその体重増加を観
察した。
其の方法の詳細は別薯に詳かである。
上述の飼育装置を用いて行いたる実験によって得・
られた無菌飼育雛の体重増加の観察は第 1表， 第 1
図の如くである。
第 1図 解、菌飼育雛体重増加
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第 1表 無菌飼育雛の体重増加 
体重 l両主lヂ「圭下時 I3 r5 I7 I9 I11 1 l3T15 I17-1 19 I21 I23 I251 JJ~重 ------------1 J:l'f'-'t 1 OJ 1 OJ 1 I 1 ._，  .LL I い._，  '<'.L  '<'OJ  
A 
g 41 36 39 45 48 53 57.5 73 90 104 
50 g 
% 。-12 -3 10 17 30 40 58 80 90 I 108 120 155 
g 40 38 44 50.5 58 73 76 
B 48g 
% 。 -5 10 26 37 45 54 60 83 90 105 I 110 I 128 
、 
g 42 37.5 42 46 49.5 51.5 65 73.5 79.5 84 92.5 126 
C 50g 
% 。-10 。10 18 23 55 75 90 100 112 120 
g 40 35 38.5 40 46.5 49 55 64 72 82 
D 47 g 
% 。-12 -3 。17 22 38 51 60 80 92 I 100 105 
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この実験に於ける休重増加の 1例を示す主，即ち
雛は健康に発育し 25 日自に於いて生下時の 105~~ 
155%の体重増加が見られた。
第 4章無菌雛餌育の腸球菌援与実験
腸球菌の文献を回顧すると 1886年に Escherich
に依って初生児胎糞及び健康乳児の糞便中tこ於いて
発見せられ Micrococcusovalisと命名せられた
事に始まる。
本菌が Enterococcusなる名称の一般に用いら
れるに歪りしは， Thiercelin(1899)の命名以後で
此の前後に於いて或は Tavelet，Equet (1895)等
に依って Diplococcusintestinalisと呼ばれ，或
は Hersch，Liebmann (1897)等に依り Strept-
ococcus enteritidisと称せられ，或は叉 Andre-
wes，Horder (1906)等に依りて Streptococcus 
faecalisと呼ばれたが共の記載するところの性状
は全く相一致する。
腸球菌が健康人腸管内に正規の腸内菌として存
在する主主に就いては Escherich (1899)， Sittler 
(1908)， Bessau u. Bossert (1919)，Tissier 
(1917)， Went (1926)等の報告があり，腸球菌発
見の初期に既に認められているところで一般に非病
原性菌と見られるが或る要約の下には屡々病原性を
発揮し或は叉他の病原菌と共存して其の病原性を助
長し特に内臓諸疾患に際して可なり重大なる役割を 
演ずるものである事が多数の学者に依って報告され
ている。 
例えば Escherich，Hirsch，Liebmann等の乳
児腸炎に関する報告を初めとし， Lewkawicz，Xa・ 
verは赤痢症状にて死亡せる患者の糞便中より腸球 
菌を純培養状に検出して報告し， Gundel und See-
ber は慢性腸カタノレの病原として腸球菌を見出し， 
Tavelet Equetは本菌に依り腸チフス様症状を
呈せる腸炎に就て報じ， 
Meyerは胆道疾患及び虫様突起炎が腸球菌によ
り起り得るとなし Sussbrich等は腹膜炎も惹起す
る事を述べている。 
Frankはi必尿器疾患に腸球菌の検出される事を
報告してし、る。其の他，敗血症，心臓内膜炎，脳膜
炎等の場合に検出された報告等数多く見られる。「市 
て諭ぜられているが，本菌の病原性を認むるものと
認めざるものと明確に判断し難いところである。
凡そ腸球菌は人体に於いては唯腸内のみならず諸
所の粘膜及び皮膚の表面等にも存在し，其の他，土
壌，水中等自然界にも証明せられる。
腸内菌叢を構成する主要菌種としセ常に人体と密
接なる関係を有しているもので，其の生理的意義に
関する問題は甚だ重要な研究であり，今回無菌飼育
動物に経口的に腸球菌を投与し腸管内に感染t定着せ
しめて，其の宿主生体に与える影響が如何なるもの
であるかの実験観察を試みた。
第 1項使用腸球菌の採取及び共の性状
普通飼育健康家鶏雛糞便を稀釈しこれを 1%葡萄 
糖手L糖寒天平板培地に塗布培養 370C，48時間培養
後発生した集落より腸球菌と覚しき集落を分離培養
し，其の各々について生物学的性状を検査し腸球菌
の定型的性状を具備せる菌株を選択採尿し実験菌株
として使用した。而して腸球菌の性状決定には教室
仙波武臣氏の腸球菌の研究業績にもとづいて検査し
たが，共の性状を記載すると， 
1) 形態，楕円形乃至ランセット Jl~にて双球菌或
は短連鎖を作り爽膜を形成せず。 
il1・Bou空にて，'1培養及び集落所見，通性嫌気2) 
onを全溜潤す。普通寒天培地にては発育佳良なら
f，370C，24時間培養にて点状灰色半透明の集落を
形成する。葡萄糖寒天には普通寒天より発育可良で
24 時間~48 時間培養で 0.5mm~lmm の白色半透
明円形の集落を形成する。
3) Gram染色， Gram染色陽性。 
4) 遠藤培地， 24~48 時間培養で直径 0.5.........1nim
の集落を作り培地を僅に赤~Lて発育する。 
5) グラチγ，・ゲラテンを液化せず。 
6) 対熱抵抗性， 550C 1時間， 600C 30分間(水
浴中〉の温熱に充分なる耐性を示す。 
7) 胆汁抵抗性， 40%胆汁加葡萄糖寒天に発育
する。 
8) 溶血作用，平板内深部集落法で山羊血液を使
用して検査したるところ周囲培地を緑色透明{じする 
α型の所見を呈する。 
9) 発育可能 pH2%葡萄糖プイヨンを用いて検
して腸球菌の病原性に関しての動物実験に於いては. したる所 pH4.5にて発育， pH 4.2 Vこは発育せず。 
Hersch，Liebmann等はマウスに経口的投与した 
るに下痢を起して第れたと記載し Dimtzaは自身
で木菌を内服したが何等の症状も発しなかったと報
じて居り，其の他多くの文献が腸球菌の病原性に就 
10) Lacmus牛乳培養， 48時間以内に灘間し，脱
色する σ 後表面部より漸時〈プトン化し培地を赤~
する。
11) G1icocid類分解性， エスグリシ， アミグダ
-172-
.!)::/，ずリシシを分解する。 
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の病的症状を 1例も見る事がなかった。
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(エスグリンは Harrison and v. d. Leck培地〕 
12) 動物に対する病原性，本菌をマウス腹腔内に 
lose注射するも擢患第死する事無く叉家兎に対し
でも病原性は認められない。
以上の如創生状を具備せる菌株数株を保存して其
の中のある株を選び爾後の腸球菌実験菌株とした。
第 2項腸球菌経口投与実験成績
前に記述した無菌飼育装置内に飼育中の瞬化後 
10日目の無菌飼育雛に，腸球菌の 1%葡萄糖乳糖寒
天平板培地48時間培養したるを雛 1羽につき 1ose
の害jに投与した。
即ち，菌は菌液となし被菌試験管中に収め無菌飼
育装置の Germicidal-Trapを通して，イ也種雑菌の
汚染を防止して無菌的に飼育室中に入れ備付の手袋
を介して操作し無菌飼料中に混じて各実験雛に経口
的に投与し，無菌雛の腸管内に感染定着せしめた。
これに依って其の後雛に与える影響について体重の
計測及び一般状態等にっし、て観察を続けた。
実験の結果腸球菌を単独に官、菌雛に投与すると雛
第 2図無菌飼育雛腸球菌投与体重増加曲線 
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第 5章無菌飼育雛の B. Sporogenes 
投与実験
第 1項実験菌株の性状
腸内有芽胞性嫌気性菌中最も主要なる位置にあり
は食欲旺盛となり，元気良好で其の体重の増加は第 とせられるものは Bac. Welchii，B. Sporogenes 
2表，第 2図に示す如く発育良好で瞬化後 25日目 であり， Bac. Welchiiは 1892年 Welchii及び
の体重を生下時体重を基準として其の増加率はこれ Nutall 1893年， Frankel 1898年及び Zuber等
を同じ期日の無菌飼育雛の平均 130%前後の数値に に依りて各独立して発見せられたるものでB.Spo-
比較すると約 100%多い 240%前後を記録した。 企 rogenesは Metchiniko妊に依り 1908年入の腸管
なお腸球菌投与後雛の糞使を採取して 1%葡萄糖 内容より発見せられた。其の後 1911年 Korentsc-
乳糖寒天平板培地に培養したところ，持続して腸球 hwskyに依り人類腸内常住菌と見倣され 1922年
菌のみを検出し他種細菌の発生無く投与腸球菌が定 Capone，Zeissler及び Kockell 1925年 Kleins-
着して単一菌叢を形成している事が認められた。 chmidt 1929年中島の諸氏は成人及び乳児の糞便に
而して投与された腸球菌に依って雛に下痢其の他 於いてこれを証明してし、る。 B. Sporogenesは強
第 2表 無菌飼育雛の腸球菌投与による体重増加
宗主警官立ウナア庁ナ7I 10 I 11I 13 I 15 I 17 r瓦川 23 I 25 
inL
i
pot--062314 
日数 
噌 3~ Iよ|;i121よ lqhtig A ちも 
腸 
g 36 34 40 48 55 I球
B 
今b o 1-5.6111.1 33.31 52.8 菌
三 川  g 34 32 41 投% 20 与 
DE 42 
13.5 
22.2 
134噌 
一
6
一
2
一唱 
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い蛋白分解能力を有する菌種で屡々健康なる腸内に
於いても雑菌として発見せられるが下痢の原因とな
る事も明らかで叉腐敗性瓦斯壊痘の原因として重要
であり，此の場合は屡々 B.Welchiiと共棲する。
木菌と同ーの菌種か少〈とも極めて近し、菌種が種々
の名称で多くの学者に依り記載されている。即ち， 
1) Paraplectrum foetidum，Weigmann 1909 
2) Uhrzeigerbazil1us pfei妊eru. Bessau，19HI 
3) B. Parasporogenes Mc Intosh，1917 
4) B. putri五cusverrcosus Zeissler，1918 
5) B. enteritidis sporogenes Klein 1895 
6) Reading bacillus Donaldson，Joyce 1917 
7) B.Sindrey 1 Douglas，Colebrook，Fleming 
1920 
8) B. tyrosinogenes，Hall 1921 
9) B. enquesce，de poison Raddish Sturges 
1924 
10) Anaerobie，de la Viande Poro Maceree: 
dans 1 cau A. P. Marie 1925 
11) Clostridium fiabelliferum，sturges Raddi.. 
sh 1926 
12) B. Saprotoxieus，Sorde1iSorians. 1929 
実験に使用した菌種は千葉大学附属腐敗研究所よ
り分与を受けた B.Sporogenes株で先ずこれに就
いて其の生物学的性状の検査を行った。 
Zeissler氏葡萄糖血液寒天平板を用レて(柳沢，
藤川氏〕嫌気性培養に依る集落の形態は，灰白色寅
白色の死状の集落にて培地に撮入し硬固で表面起伏
薬物抵抗試験今 3%Carbol 30分間の作用にて
も生存する。 
2%グレゾ{ノL液， 30分にても生存。 
1000倍昇宗， 5分にて生存し， 6分で死域 
70%アルコー ル， 30分にて生存する。
毒性試験，木菌の Leber-Leber，Bouillon 24時
間培養 0.5ccをマウス 15g体重の腹腔内注射を行
った所 24~48 時間にて全例。匹〉が死亡した。
第 2項、無菌飼育雛 B.Sporogenes 
投与実験成績
前記の知き生物学的性状を有するB. Sporoge-
nesを Zeissler氏葡萄糖血液寒天平板培地3こ嫌気
性培養を行い無菌飼育雛の瞬化後 10日目に経口的
に 1羽につき菌の 1oseを無菌飼料に混じて投与
し，雛の発育に及ぼす影響及び一般状態について観
察した。
実験成績は第 3表及び第 3図，第4図に示すが如
くで雛は B.Sporogenes投与翌日より黄褐色の下
痢便を排出し， 元気衰え 1例は附{じ後 13日目で体
重減少して死亡し，他の例は一時的に下痢症状を呈
し体重の減少停滞を示し共の後漸次に快復に向うが
総じて体重の増加率悪，く腕化後 25日目に於いて生
下時体重の 80%前後の増加で， これを対照の無菌
飼育雛の 130%の増加に比すると約 50%少し、増加
率である。
第 3図解、菌飼育雛 B.Sporogenes 
経口投与体重増加曲線 
微細毛状の突起を出す。周囲に著明な溶血環あり，
形態は Gram 陽性の長さ 3~6μ 幅 0.6μ 端在性に
月間山間切M
-仰r i l l - - o ψ  B p a  or n k o  e n9 L W  仰向M 
卵形の芽胞を有する梓菌， Leber-Leber，Bouillon B，.
/〆，/-!.:m山知 
6叫o叫}斗ト 申ν'/ ~必
9 10 II 13 15. 17 19 21‘ 23 25 
に培養すると軽度に瓦斯を産生し肝臓片を強く消化
し瞥暫-時にJ黒県斐Zす。 Ge悶.な討坑tinは軽度に液化する。 IndE 町ra泊 白01 
反応陰性，凝固血、請を強く消化する。硫化水素を強
く産生し，固有運動あり。
各種糖の分解態度は， 
Glycerin (一〉 Saccharose'、 (-) 
Mannit (ー〉 Lactose (一〉
 
Dulzit (-) Maltose (十〕
 
Isodulzit 仁一〉 Inulin (一〉
 
Glukose (十〉 SalizIn (一〉
 
Lavulose (一〉 Galactose (-) 

加熱抵抗試験→ 1000C60分間の加熱に依るも生 減少しつ L連続して大体一定数の集落を算出した。
存する。 其の菌数を第4表に示す。
B. Sporogenes経口投与後の糞便培養に依り検
出される菌数の程度を隔日に培養して算えたるとこ
ろ， (糞便 10万倍稀釈培養発生集落算出)B. Spor-
ogenes投与後 2日後に最大数を算え其の後急激に
2nu
の り  
AUAυ
ハリハ  
unυ
ハ unυAUnunu
γuumμum98765 
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第 3表 B. Sporogenes投与雛体重増加
話こ二号:liI213/51719) 1 1u-1l113 15 1 17 T19 I 21 / 23 / 25 
A 
g 38 35.5 
35|叩5 50 53 54 52 51.5 61.5 63 68 
% 。-7 -8 I 4 I 15 32 40 42 37 35 42 I 51 ，62 68 79 
g 34 40.5 44.5 48 
出。向 
49.5 52 52 51 54 57.5 61 65 68.5 
B 
% 。-10 -8 9 20 30 
開宮。uロ0円3 
34 40 40 38 46 56 65 76 85 
C 
g 35 36.5 39.5 37 48.5 49 48.5 49.5 51.5 51.5 54 57 59 
% 01 -4 -8 -4 4 24 28 29 28 30 35 35 42 50 55 
D 
34.5 36.5 38.5 42 37 
与投 
50.5 49.5 47.5%。 -9 -4 2 10 24 33 30 25 
槍 
E 
36 35 37.5 42 51 55.5 竹田1545 56.5 吋59|吋5%。 -8 -10 -4 8 31 42 40 I 36 I 40 45 50 I 52 I 61 I 68 
g 40 37 37 52 !日(575 57 61 63 66 79.5 F 
% 。-8 -8 oI 14 30 40 I 44 38 I 38 42 53 58 67 、74
210 
Bac.Sporogenesの増加率を示した。なお腸球菌と 
|∞1
90 を経口投与したる後2日目， 5日目， 8日目の雛の糞
化後25日目の体重増加率は凡そ無菌飼育雛と同様
80 
70 
60 
ω 
40 
初 1 1';-' ¥D。什1 
便を採取して 10万倍に生理的食塩水を以て稀釈し

て Zeissler氏平板培地を用いて 62時間嫌気性培

第 5図無菌飼育雛腸球菌及び 
  
Bac. Sporogenes投与体重増加曲線

/ 一%日四日 
21 23 25 19 17 15 13 3 5 7 9 1
日数
ト-20
第6章無菌詞育雛に腸球菌及u-
B. Sporogenes混合投与せ忍実験
響、菌飼育せる雛に各単独に腸球菌を投与したると
ころ其の発育に好影響を与え， B. Sporogenesは
逆に不良なる影響を与えて体重増加の停滞が見られ
たが，今回は之等の腸球菌と B.Sporogenesを混
合して同時に購化後 10日目の無菌飼育雛に投与せt
る場合の影響について観察を行った。
使用した腸球菌及び B.Sporogenesは前回に用
23 25 
第 4表 糞便内菌数 
142 I83，I24 I32 I23 I17 I19 
第 4図書手、菌飼育雛 B.Sporogenes 
経口投与体重増加表
虫よ 
目のものに飼料に混じて経口的に投与した。其の体
重の増加は第 5表，第5図に示すが如〈である。
実験の結果， 無菌飼育雛に腸球菌と B. Sporog 
enesが同時に混合して投与された場合雛は， B 
Spologenesを単独にて投与された場合の如き体重
の減少停滞下痢等の発育不良の症状を呈する事は非
常に少く，特に細菌投与に依って著明に見られた体
重停滞現象は殆んど見られず，大体順調に発育し瞬
15 1713 3 5 7 9 1 守 21 19 
いたと同一菌種を持って無菌飼育雛の瞬化後 10日 日数
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231-3 I 5 I7 I9["--~-rll--I-'13-15 I17 I19 I211-注千里 1丁 
:|:;1l判;引斗[ドM9ぷ山;
--125 
A|%g|| 40ド7514314155 
01 -6.3 I 7.5 山 38.7 塁菌 
拘 1-:.: 1 ヤ~I よ44I 77I14.1 ∞2 
c. I ~ I 「 44i岨 5joI-9.8 I 7.3 I18.2 
DI~1 11-3lf;12:;l Jf 
三ι旦T二司1;ご口4|い同:tお刻叫;:コ引山4中判1|ド; 
3」;;U| 叩 5::;|7」;:Ul8」;:ii 剖 2剖~1 1よJ;:  
5:;1;;:;l::i;;19Z11;;1 2;113 
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第 7表 対照飼育雛体重増加
三三二胡-1-1一七三一-17-1-， 9--1 11 1 13 I 15--1-i;'-I-19-I 21 I 23寸τ7体重下---J .1. 1 1 1 ' l'v 1 .I.<.J 1 1 .L' 1 I "'.1. 1 "'. 1ω<.J <.J .1..1. .I.<.J .I.v 
A 
g 34 32 38 42 49 57 63 68 72 77 83 88 97 
% 。-6.8 11.7 23.5 44.1 70 85.3 100 111 126 144 160 185 
B 
g 33 30 34 37 42 46 52 58 64 70 70 81 88 
% 。-9.7 3 12 27.2 39 57 76 93 112 127 145 166 
CI 
g 33 38 41 46 52 57 61 69 75 80 86 90 
% 。 15 24 39 57 73 85 109 127 142 161 173 
D 
g 35 32 40 44 48 54 60 67 73 79 84 90 97 
号も 。-9 14 25.5 37 54 71 89 108 125 140 157 177 
E 
g 34 32 36 40 45 49 54 60 66 71 78 
% 。-6 6 17.6 32 44 58.8 -76 94 109 129 150 I176 
養を行い発生した集落にっし、て腸球菌 B. SpoJr-
ogenesを各々算定して其の比率を検ベたるところ
第 6表の如く，技与 2日目の糞便にては腸球菌対 
B. Sporogenesは 3: 1~4: 1の比を示すが日数
の経過により腸球菌は急激に優位を占めB. Spo・ 
rogenesの減少して行く事が認められ， 即ち投与
後 8日目にては 30: 1~70: 1の比率を示した。
第 6表 Bac. Sporogenes及び
腸球菌投与雛糞便培養検出箇数
¥てご雛番号 IAIBr-c-ID回数 _____1 I .n. 1 1J ，v 1 
(雛化12日目〉 25，21B. Spo. 34 38 
94 95i 
α師、化15日目〉 
832日 137腸球菌 
B. Spo. 4 3 5 
5日 78 
o昨化18日〉 
115 97腸球菌 
3B.Spo. 3 4 
8日 7662 75腸球菌 
第 7章普通飼育雛の B.Sporogenes 
投与実験
第 1項普通飼育雛に B.Sporogenesを
経口的に投与した場合の体重増加
屋内の普通飼育箱にて通常に飼育せる雛につき
て， B. Sporogenesを経口的に投与して観察した。
その体重の消長は第8表及び第 7図に示す如くであ
る。なお飼育飼料は前章無菌飼育の際用いた阻合飼
料を加熱減菌する事なく用いた第 7表，第 6図は対
照として同一環境問一飼剥・で飼育した普通雛体重増
加の表である。
実験の結果対照普通雛は瞬化後 25日目の観察に
於いて其の体重は生下時の約 180%の増加を示して
し、るがB. Sporogenesを瞬化後 10日自に経口投
与した実験群は体重の増加率悪く下痢症状を呈し内 
2羽は途中死亡し他の雛の体重増加は瞬化後 25日
目に於いて 120%の増加率を示して居り，明らかに 
B .Sporogenesの経口投与により，悪影響を及ぼ
す事が観察された。
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第 6図対照雛体重増加曲線 第 7図普通飼育雛の B.Sporogenes 
経口投与体重増加曲線 
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第 8表 普通飼育雛の B.Sporogenes経口投与体重増加
打~3-1司 7 ) 9 10 -1 11 r13-i 15 17 門司--n-'r~3下25 
37 51 53 56 
A 
6 46 51 60 田 町 刊 の ・  
ω U O H o m o
ロ2
経口投与 
g 49 51 54 

B 
今ら 01ー 44 50 59 

g 35 49 47 

C 
% 01ー 40 34 

g 50 47 
D 
47 38% 
g 46 46 
E 
39 39% 
n 
第 2項 B. Sporogenes経口投与に依る 第 9表 普通飼育健康雛糞便菌叢
糞便内菌叢への影響 「勝化後 5日目糞便 10万培稀釈培養1 
普通飼育雛の糞便を採取して 2%葡萄糖寒天平板 L2予告葡萄糖寒天平板培地上発生集落)
培地を用いて培養し其の糞便菌叢を検査したるとこ |大腸 1~tJ( iîl 同r l il葡葡夜菌族|腸球菌|毒菌 l醸母菌l枯草歯|球菌l其の他 
ろ第 9表の如くである。
A 
引続いて瞬化後 12白目， 17日・目， 23日目にモれ
B 
ぞれ糞便を採取し，同様の要領で菌数を算えたもの C 
を第 10表，第 11表，第 12表に示す。なお実験雛 D 
への B. Sporogenesは瞬化後 10日目に飼料に E 
混じ 1羽 1oseの割に経口的に投与した。 a 
次に B.Sporogenesを経口的に投与せる後の糞 b 
便内同菌排出の消長について Zeissler氏葡萄糖血 C 
液寒天平板培地を用いて嫌気性培養を行って算えた d 
る結果は第 13表の如くであった。 e 
7 13 
3 7 
20 59 
22、 56 
3 111 
3。 38 10 
2 5 
7 20 
20 
1 
2 
8 
15 
4 
守 
2 18 
32 
5 
4 
2 
32 
9 
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第 10表の 1 対照普通雛糞便箇数(12日目〉
ヮ“司 
tFU
つ dFhuoo
噌 ' A
OOPOAυ
ヮ “  
q u
abc 
1 
他 
|奇襲[腸球菌[購 醸母菌i枯草菌葡球萄状菌j穴廿り庁、 
A 5 30 2 1 4 
B 12 10 2 7 
C 5 9 1 21 
D 28 53 1 2 10 
E 4 50 3 12 
第 10表の 2 Bac. Sporogenes投与雛
糞便菌数(投与2日後生後 12日目〉
|奇襲|腸球菌|雲監 i瞬時時間露骨Jぞ坐 
第 13表 Bac. Sporogenes投与後の
検出状態
(表中数字の分母は全発生集落数を表
はし分子は B.Spo叫 enes集落数) 
' U
LE1UAU
d 1 15 1 8 

e 1 31 1 138 1 

t
円
1 1  
口δ
円ワ 
第 表の 生後 日対照脱糞便箇叢11 1 17
lZ|大腸菌|腸球菌 富[醸母菌!枯草菌|要喜一の{也 
A 1 31 I220 I 5 16 I 32 
2 I 6 
c1 131 271 1 4 I 8 
D I 8 I 30 2 1 21 
E 1 81 15 1 2 6 1 13 
第 11表 2 Bac. Sporogenesの投与 
7日目糞便菌数 (生後 17日目〉
除問[関菌!曙|展開i*t1ff商事喜i其の他 
a 10 I 84 I 5 3 8 
12 1 10a1 
b 1 119 1 5
ワ
ω
c 1 40 1 50 
q防ィ山目防峨13日|附イ俄17目l瞬ィ話完
筒¥IB. Sp. IB.Sp. IB. Sp. IB. Sp. 
数 投与後 2日股与後 4日l 投与後14日投与後 8日l
a 
b 
C 
d 
e 
平均 
8/25 
18/56 
46/137 
32/103 
68/173 
33% 
32/156 
24/72 
6/25 
21/76 
26% 
39/212 
11/41 
41/213 
24/51 
10/87 
13/173 
15/163 
27.5% 9.3% 
以との表を通覧すると， B. Sporogenes投与前
後の雛の糞便菌叢を形成する菌種に明らかな数的安
動が見られる。
即ち大腸菌と腸球菌との比は， B. Sporogenes 
投与前及び対照では約 1対 5の比で発育に従って漸
次大腸菌が増加し腸球菌の減少が見られるが， B. 
Sporogenes投与に依り 1週間後には大腸菌の増加
が明らかに見られ腸球菌は減少する。次で第2週日
に 
ワ 臼  
J円
U~ I 1~ Iて 3 
10 I160 4
ハnLqh1i υqaoo6b 
には逆に腸球菌の著明な増加が見られて大腸菌は減
少する。この現象は， B. Sporogenesの経口投与
山口。
に依って其の動物の腸内菌叢に大きな愛動を惹起す
第 12表の 1 対照雛生後 23日糞便箇数 るものである事が認められる。なお投与した B.
「議|腸球菌!露骨瞬間開官堅手 ;!222fznt;212よ
28 21A 4 16 %， 2週後 9.3%，と急激に減少する事が認められ 
5105B 11 20 た。 
zq22
4
品 2255C 
37 15 4 0D 
212 416E 
第 8章総 括
腸内菌の生理的意義を究明せんとして先ず動物の無菌的飼育を鶏雛を用いて実験し成功し
た。此の無菌飼育雛に，普通飼育雛より検出される腸内菌の個々を単独に，或は 2菌種を混合
-178一 千葉医学会雑誌 第 31巻
して経口的に投与し其の生理的意義拾抗作用等を分析的に研究せんとし使用菌種として先ず腸
球菌及び B.Sporogenesを選んだ。実験の主なる結果は次の様であるO
1.腸球菌を無菌飼育雛に投与せる場合雛の発育は非常に良好で其の体重の増加率は対照とな
る無菌飼育雛の体重をはるかに凌駕する価を示し腸球菌は生物の発育に好影響を与える事が認
められた。 
2. B. Sporogenesを無菌飼育雛に投与すると雛は下痢症状を起し体重増加の停滞及び減少
の傾向を示したる後約 1週後に漸次増加の傾向を取りなおすが，なお一定期日後の成績に於て
は対称無菌雛よりも約 50%少い増加率しが呈せず， 叉前実験の無菌飼育雛腸球菌投与の増加
率に比すると約 150%少し、成績で之等の成績より B.Sporogenesは無菌飼育雛に投与した
場合其の宿主生体に悪影響を及ぼし其の発育を抑制する傾向が見られた。 
3.なお普通飼育せる雛に経口的に投与した場合にも同様な傾向が見られ無菌雛に投与せる場
合程著明ではないが下痢及び体重の停滞等の悪影響が見られ，個有の腸内菌叢を有する雛にも 
B. Sporogenesが経口的に多量投与された場合下痢， 体重増加の停滞及び腸内菌叢の変動が
起る事が認められた。 
4. 次に腸球菌と ~B. Sporogenesを同時に，卵主化後一定期日の無菌飼育雛に投与すると 
B. Sporogenes単独投与の場合に起った体重の減少，停滞，下痢等の諸症状の発現を見る事
無く順調に発育し同一実験期日勝化後  25日日に於ては対照無菌雛より精々良好な 150%の
体重増加率が得られた。此の場合の雛の糞便を培養し，検出される腸球菌と B.Sporogenesと
の菌数比は菌投与 2日後に於ては 1:3乃至 1:4の比を示すが投与後 5日目には 1:30，. 1: 70 
の比を算え腸球菌が同時に投与された場合 B.Sporogenesの増加発育を抑制している事が知
られたの 
5.以上の実験成績より綜合して，次の事が推定される O 即ち，腸内の開設酵に主として作用す
る乳酸球菌である腸球菌は主宿生体の消化，発育に有良なる影響を与え一方腸内腐敗菌の代表
的菌種たる B. Sporogenes は，宿主生体に消化障害及び発育に対し悪影響を与える O 而し
て， 両者が同時に投与された場合に於ては腸球菌は B. Sporogenes と拾抗的に作用し， 
B. Sporogenesの繁殖を抑制し，且つ其の有害作用を相殺する。 
6.要するに腸内菌の生理的意義は，非常に複雑多岐を極め，動物の種類，年令，環境の差異，
食事の変化等により変動t，叉個別に依る差も有する為其の基礎的研究は甚だ困難であり，古
来種々の論議の在するところであるが，無菌飼育動物を用いての実験を続け，分析的の検討を
累積する事により遂次閣明され得るものであり，今後の研究に大いに期待されるところであ
るO
本稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導と，御校閲の労を恭うせる，恩師谷川教援に深甚な
る謝意を捧げると共に，有益なる御助言を賜わった田波助教授，醸原講師に感謝致します。
前動物実験中は多数教室員並びに技術員の御援助を受けた，と Lに謝意を表する次第である。
(本論文の要旨は第 24回日本衛生学会総会及v.第 9回日本公衆衛生学会の
席上に於し、て報告し.た。〉
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